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本
会
顧
問
法
政
大
学
名
誉
教
授
河
原
正
博
先
生
は
、
平
成
五
年
一
月
二
十
六
日
午
前
四
時
十
六
分
、
呼
吸
不
全
の
た
め
、
川
崎
市
中
原
区
井
田
一
二
七
一
一
、
市
立
井
田
病
院
て
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
八
十
歳
、
告
別
式
は
二
十
八
日
午
前
十
一
時
か
ら
横
浜
市
港
北
区
綱
島
東
二
’
五
’
’
五
、
長
福
寺
会
館で行われました。墓地は三浦市南下浦町金田一一一九九’一、一一一
浦
霊
園
で
す
。
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
先
生
の
略
年
譜
・
論
文
目
録
は
『
法
政
史
学
』
第
三
十
五
号
に
掲
載
さ
れ
ています。
そ
ろ
そ
ろ
物
忘
れ
の
多
い
の
に
隅
を
噛
む
こ
の
頃
で
す
が
、
河
原
先
生
が
豫
科
教
授
、
第
一
教
養
部
教
授
と
し
て
過
ご
さ
れ
た
、
昭
和
二
十
三
年
か
ら
昭
和
二
十
八
年
春
ま
で
の
五
年
間
、
木
月
キ
ャ
ン
パ
ス
で
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
御
高
誼
に
は
、
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
の
多
か
っ
た
だ
け
に
、
ど
法
政
史
学
第
四
十
六
号
謹
直
で
瓢
逸
な
河
原
先
生
河
原
正
博
先
生
追
悼
岩
永
博
う
に
も
忘
れ
難
い
こ
と
が
多
い
。
以
後
四
○
年
間
の
楡
ら
ぬ
御
厚
情
に
も
ま
た
感
銘
を
深
く
す
る
の
み
で
す
。
×
×
×
木
月
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
思
い
出
の
第
一
は
、
東
洋
史
の
河
原
先
生
と
、
日
本
史
の
渡
辺
保
先
生
（
の
ち
明
治
大
学
史
学
科
教
授
、
同
文
学
部
長
、
昭
和
四
十
八
年
没
）
と
西
洋
史
担
当
の
小
生
と
の
、
歴
史
担
当
の
ト
リ
オ
の
協
力
の
日
夜
で
す
。
三
人
は
一
一
一
領
域
の
講
義
を
分
担
し
つ
つ
、
新
制
大
学
の
教
養
科
目
設
置
の
主
旨
に
沿
う
の
だ
と
、
色
々
な
障
害
を
排
し
て
、
学
生
全
員
の
完
全
な
自
由
選
択
を
可
能
に
す
る
目
的
を
ど
う
に
か
達
成
す
る
苦
労
を
と
も
に
し
ま
し
た
。
尤
も
小
生
は
、
気
風
の
よ
い
江
戸
っ
子
の
渡
辺
先
生
と
熊
本
っ
ぽ
の
河
原
先
生
の
息
の
合
っ
た
努
力
に
、
の
ほ
ほ
ん
と
追
随
し
た
だ
け
でしたが。
最
も
強
く
胸
に
残
る
の
は
、
広
島
大
学
の
教
養
部
に
移
ら
れ
た
岩
佐
正
教
授
（
国
文
学
担
当
）
の
後
を
承
け
て
、
河
原
先
生
が
第
一
教
養
部
の
学
務
課
長
と
な
ら
れ
、
事
務
職
を
四
年
間
兼
ね
ら
れ
た
期
間
の
こ
と
で
す
。
先
生
の
繊
密
で
、
正
確
な
仕
事
振
り
に
感
銘
し
た
こ
と
と
、
当
時
教
授
会
主
任
を
し
一四○
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て
い
た
小
生
が
、
教
授
会
の
む
つ
か
し
い
要
求
や
、
教
授
方
の
多
少
我
が
ま
ま
な
要
望
を
持
ち
こ
ん
で
、
先
生
に
随
分
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
汗
顔
の
数
々
と
は
、
到
底
生
涯
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
学
生
闘
争
そ
の
他
の
悩
は
絶
え
な
い
に
し
ろ
、
入
試
競
争
率
は
高
く
、
吃
大
な
数
の
学
生
を
擁
し
、
充
実
し
た
施
設
に
恵
ま
れ
、
職
員
組
織
の
整
っ
た
、
今
日
の
大
学
の
現
状
が
頭
を
占
め
る
人
々
に
は
、
新
制
大
学
発
足
前
后
の
、
戦
禍
の
傷
痕
の
大
き
い
施
設
と
、
少
な
い
職
員
を
以
て
、
戦
時
中
に
底
を
衝
い
た
学
生
数
を
急
速
に
増
加
さ
せ
る
急
務
の
結
果
と
し
て
、
当
時
の
第
一
教
養
部
の
学
務
課
長
と
し
て
担
わ
れ
た
先
生
の
、
事
務
上
の
負
担
と
苦
労
は
到
底
理
解
さ
れ
ぬ
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
市
ヶ
谷
校
舎
が
潰
滅
的
な
戦
災
を
蒙
っ
た
結
果
も
あ
っ
て
、
新
制
大
学
の
第
一
教
養
部
（
戦
後
三
年
半
存
在
し
た
大
学
豫
科
を
引
継
い
だ
）
は
、
各
学
部
第
一
部
の
一
、
二
年
次
生
、
云
わ
ば
各
学
部
学
生
の
半
数
を
収
容
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
学
務
課
の
業
部
は
各
学
部
第
一
部
の
入
学
試
験
業
務
を
含
め
て
非
常
な
量
と
責
任
を
負
っ
て
い
ま
し
た
。
豫
科
と
第
一
教
養
部
は
、
戦
時
中
衰
微
し
た
本
学
の
戦
前
の
隆
盛
（
昭
和
七
～
’
○
年
頃
、
豫
科
の
入
学
者
は
年
四
○
○
～
五
○
○
人
を
数
え
た
）
を
回
復
し
、
さ
ら
に
戦
後
の
新
規
進
学
者
の
増
加
に
応
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
入
学
者
数
は
、
昭
和
二
十
一
年
に
二
五
○
人
で
あ
っ
た
豫
科
の
（
戦
時
下
の
昭
和
二
○
年
に
は
約
一
○
○
名
強
）
か
ら
、
昭
和
二
十
四
年
の
第
一
教
養
部
の
新
入
学
者
数
約
八
○
○
人
、
昭
和
二
十
八
年
の
そ
れ
の
一
一
三
○
○
人
と
急
増
し
た
（
こ
の
数
は
豫
科
と
専
門
部
な
ど
を
統
合
し
た
新
制
大
学
と
し
て
、
戦
前
の
隆
盛
期
の
水
準
を
ほ
ぼ
回
復
し
た
も
の
と
云
え
よ
う
。
因
み
に
本
学
の
第
一
部
の
入
学
者
は
昭
和
三
十
六
年
の
約
六
○
○
○
人
が
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
本
学
は
以
後
入
学
者
実
数
を
河
原
正
博
先
生
追
悼
抑
制
し
、
従
っ
て
当
時
ほ
ぼ
一
一
～
三
倍
で
あ
っ
た
入
試
競
争
率
を
、
今
日
の
高
水
準
ま
で
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
）
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
入
試
事
務
が
電
算
化
さ
れ
始
め
た
の
は
三
十
年
代
末
で
あ
る
か
ら
、
昭
和
二
十
年
代
に
は
、
入
試
受
験
者
の
得
点
の
集
計
、
合
否
判
定
資
料
の
作
成
、
入
学
者
の
語
学
級
の
編
成
な
ど
の
年
々
増
大
す
る
姥
大
な
事
務
を
、
総
て
手
作
業
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
受
験
者
が
幾
何
級
数
的
に
増
加
す
る
中
で
、
不
足
勝
ち
な
職
員
を
以
て
こ
れ
に
当
る
学
務
課
の
作
業
は
非
常
な
過
剰
労
働
と
な
っ
た
。
作
業
は
一
ヶ
月
余
に
亘
っ
て
深
夜
十
一
、
十
二
時
に
及
ぶ
日
が
多
か
っ
た
。
河
原
先
生
は
繊
密
な
作
業
手
順
を
設
け
て
職
員
を
指
揮
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
に
住
ま
わ
れ
た
因
果
で
、
深
夜
女
子
職
員
を
家
庭
に
送
り
届
け
る
労
を
、
主
任
職
員
と
と
も
に
、
蓋
さ
れ
た
。
明
蜥
な
業
務
指
揮
の
う
え
、
温
情
に
溢
れ
た
先
生
に
敬
服
し
て
、
職
員
が
喜
ん
で
業
務
に
励
ん
だ
状
況
は
羨
ま
し
い
程
で
あ
っ
た
。
二
十
八
年
春
先
生
が
文
学
部
に
移
ら
れ
た
数
年
後
、
学
務
課
長
は
職
員
に
代
え
られ、学生も一一一○年と一一一一一一年の一一回に分れて市ヶ谷キャンパスに
移
り
、
大
学
は
一
変
し
た
。
こ
う
し
て
、
諸
制
度
の
未
成
熟
、
施
設
の
不
足
に
苦
し
み
つ
つ
学
園
発
展
の
礎
と
な
っ
た
木
月
の
教
養
部
の
歳
月
は
、
歴
史
に
埋
没
し
た
感
が
深
い
が
、
一
番
苦
し
い
時
代
の
学
務
業
務
に
責
任
を
負
わ
れ
た
先
生
の
御
功
績
と
、
先
生
の
御
研
究
の
足
を
引
っ
張
っ
た
よ
う
な
経
緯
と
は
、
先
生
の
生
涯
の
異
風
の
一
駒
と
し
て
是
非
記
憶
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
餘
談
を
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
×
×
×
寡
黙
で
謹
直
な
先
生
で
し
た
が
、
時
に
示
さ
れ
た
瓢
逸
な
御
人
柄
は
頗
る
味
の
深
い
も
の
で
し
た
。
教
養
部
の
教
員
の
懇
親
会
で
、
浅
酌
の
合
間
に
漏
一
四
一
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ら
さ
れ
た
寸
鉄
人
を
刺
す
よ
う
な
人
物
評
や
、
さ
り
げ
な
い
餘
興
演
技
に
は
す
っ
か
り
意
表
を
衝
か
れ
た
。
職
員
と
の
懇
親
旅
行
の
宿
で
、
鯨
飲
組
が
酔
い
潰
れ
た
後
に
も
、
乱
れ
る
こ
と
も
な
く
、
熊
本
の
気
風
や
異
風
の
中
国
人
物
伝
を
語
っ
て
、
人
々
を
笑
わ
せ
ら
れ
て
い
た
屈
託
の
無
い
、
遠
い
昔
の
先
生
の
姿
は
今
も
鮮
烈
に
想
起
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
文
学
部
に
移
ら
れ
て
か
ら
も
、
小
生
は
変
ら
れ
ぬ
御
温
情
に
接
し
網
け
ま
し
た
。
小
生
が
昭
和
三
十
年
に
、
外
貨
規
制
の
嚴
し
い
中
で
、
中
東
諸
国
を
自
費
旅
行
し
た
折
に
は
、
何
人
か
の
現
地
在
住
邦
人
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
、
懐
寂
し
い
旅
に
、
大
変
便
宜
を
得
て
、
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
、
胸
部
疾
患
に
罹
壹
わ
れ
た
折
は
、
既
に
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
新
式
の
外
科
療
法
を
も
進
ん
で
受
け
ら
れ
て
、
病
を
克
服
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
強
靱
な
意
思
力
に
は
驚
か
さ
れ
る
の
みでした。
小
生
は
中
東
史
研
究
の
一
部
で
、
イ
ス
ラ
ム
の
中
国
へ
の
伝
播
の
経
緯
を
探
究
し
た
と
き
、
手
に
余
る
中
国
文
献
の
内
容
に
つ
い
て
よ
く
先
生
に
教
示
を
乞
い
ま
し
た
が
、
恥
し
い
よ
う
な
初
歩
的
質
問
に
も
、
懇
篤
な
御
回
示
を
戴
き
ま
し
た
。
同
時
に
先
生
の
書
簡
の
、
｜
字
一
画
も
崩
さ
れ
ぬ
独
特
な
偕
書
で
綴
ら
れ
た
嚴
密
な
文
章
に
は
、
身
の
引
き
締
ま
る
恩
を
さ
、
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
小
生
の
速
断
的
文
章
と
、
乱
筆
と
へ
の
頂
門
の
一
針
で
あ
り
、
生
涯
忘
れ
難
い
先
生
の
記
憶
と
な
る
で
し
ょ
う
。
（法政大学名誉教授）
法
政
史
学
第
四
十
六
号
河
原
正
博
先
生
が
法
政
大
学
文
学
部
の
専
任
教
授
を
定
年
退
任
さ
れ
て
か
ら
約
一
○
年
に
な
る
。
先
生
に
は
定
年
後
も
し
ば
ら
く
大
学
院
に
ご
出
講
を
お
願
い
し
、
ま
た
、
通
信
教
育
部
の
ご
指
導
を
引
き
続
き
担
当
し
て
い
た
、
い
た
の
で
い
つ
も
身
近
に
感
じ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
先
生
が
体
調
を
崩
さ
れ
て
入
院
さ
れ
た
と
の
こ
と
は
一
寸
伺
っ
た
が
、
年
賀
状
も
何
時
も
と
変
ら
ず
い
た
だ
き
安
心
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
通
信
教
育
部
の
方
は
辞
退
さ
れ
た
い
と
の
話
も
あ
っ
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
担
当
を
交
代
し
た
い
と
の
お
考
え
か
と
思
い
別
に
気
に
と
め
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
突
然
一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
｜
月
一
一
六
日
、
川
崎
市
中
原
区
に
あ
る
市
立
井
田
病
院
で
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
計
報
に
接
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
二
七
・
二
八
日
の
両
日
は
、
文
学
部
史
学
科
で
は
卒
業
論
文
（
通
信
教
育
部
）
の
面
接
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ど
う
し
て
も
公
務
の
た
め
告
別
式
に
参
列
で
き
な
い
の
で
、
取
急
ぎ
お
通
夜
に
史
学
科
の
同
僚
の
教
員
と
共
に
、
横
浜
市
港
北
区
綱
島
に
あ
る
長
福
寺
会
館
に
赴
き
ご
焼
香
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
先
生
と
は
、
ご
生
前
、
時
々
お
電
話
で
お
話
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
先
生
お
変
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
」
と
申
し
上
げ
る
と
、
い
つ
も
変
ら
ぬ
お
声
で
「
元
気
で
い
ま
す
よ
」
と
直
ぐ
返
っ
て
く
る
。
先
生
は
余
計
な
お
話
は
余
り
さ
れ
な
い
の
で
、
い
つ
も
短
い
会
話
で
終
る
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
お
元
気
で
お
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
た
だ
け
に
、
計
報
を
お
聞
き
し
た
と
き
は
大
き
河
原
正
博
先
生
の
ご
業
績
四村
上
直
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な
驚
き
で
あ
っ
た
。
何
時
の
頃
で
あ
っ
た
か
、
先
生
が
川
崎
市
立
の
井
田
病
院
に
し
ば
ら
く
入
院
な
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
と
き
お
見
舞
い
に
伺
っ
た
が
、
病
室
に
先
生
と
奥
様
が
お
ら
れ
、
し
ば
ら
く
お
話
を
し
た
が
、
「
ど
う
も
痩
せ
て
く
る
の
で
検
査
を
し
て
貰
っ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
話
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
勿
論
、
そ
の
と
き
は
間
も
な
く
全
快
さ
れ
お
元
気
に
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
河
原
先
生
の
ご
業
績
に
つ
い
て
は
、
私
が
何
分
に
も
日
本
史
の
専
攻
で
あ
る
た
め
、
充
分
に
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
主
と
し
て
、
漢
民
族
の
華
南
へ
の
発
展
と
そ
れ
に
伴
う
そ
の
地
域
の
開
発
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
華
南
少
数
民
族
と
の
接
触
・
交
流
・
摩
擦
な
ど
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
ご
研
究
で
あ
っ
た
と
う
か
が
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
漢
民
族
の
華
南
へ
の
発
展
は
、
中
国
史
の
大
勢
で
あ
り
、
そ
の
解
明
は
多
民
族
国
家
の
中
国
史
を
理
解
し
て
い
く
上
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
先
生
の
ご
研
究
は
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
と
、
研
究
者
の
方
か
ら
お
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
奥
様
か
ら
、
一
九
九
三
年
九
月
一
日
付
で
、
中
華
人
民
共
和
国
河
南
省
開
封
市
図
書
館
の
館
長
李
錘
舞
氏
気
付
で
、
陳
高
衡
氏
と
い
う
方
が
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
山
本
達
郎
先
生
宛
に
「
先
生
と
河
原
正
博
先
生
他
の
共
著
『
ベ
ト
ナ
ム
中
国
関
係
史
』
は
現
在
こ
の
分
野
で
比
類
の
な
い
大
著
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
私
は
貴
著
を
中
国
語
に
翻
訳
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
順
調
に
い
け
ば
近
い
う
ち
に
中
国
の
読
者
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
文
化
交
流
史
上
の
重
大
な
出
来
事
で
あ
り
、
先
生
方
の
卓
越
し
た
研
究
成
果
が
中
国
に
お
い
て
発
表
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
こ
に
先
生
方
に
対
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。
河
原
正
博
先
生
追
悼
（
以
下
略
）
」
と
い
う
内
容
の
手
紙
が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
う
か
が
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
『
ベ
ト
ナ
ム
中
国
関
係
史
』
の
「
訳
者
説
明
」
と
い
う
文
章
も
同
封
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
早
速
、
私
か
ら
山
本
先
生
に
お
手
紙
を
差
し
上
げ
た
が
、
中
国
語
の
「
訳
者
説
明
」
の
部
分
を
、
河
原
先
生
の
教
え
子
で
あ
る岡安勇氏に日本語に訳して貰ったので、その一部分を次に掲載
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
『
ベ
ト
ナ
ム
中
国
関
係
史
』
（
山
川
出
版
社
）
は
、
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
○
）
一
二
月
刊
行
さ
れ
た
山
本
達
郎
先
生
ら
七
名
の
共
著
で
あ
る
が
、
河
原
先
生
は
そ
の
中
で
重
要
部
分
の
執
筆
を
な
さ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
訳
者
説
明
」
で
陳
高
衡
氏
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
歴
史
上
、
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
の
関
係
は
西
周
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
三
千
年
間
変
化
発
展
し
、
中
断
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
唐
末
五
代
以
前
の
ベ
ト
ナ
ム
と
中
原
は
混
然
と
し
て
区
別
は
な
か
っ
た
が
、
唐
末
五
代
以
後
は
両
者
の
間
に
次
第
に
分
離
の
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
人
は
中
原
に
対
抗
し
て
自
ら
の
国
家
創
建
を
求
め
始
め
た
。
中
原
の
封
建
王
朝
は
漢
族
・
蒙
古
族
・
満
州
族
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
常
に
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
一
大
支
配
者
と
し
て
の
政
治
的
地
位
を
占
め
て
強
固
に
圧
迫
し
て
平
等
に
扱
わ
な
か
っ
た
が
、
大
小
の
情
勢
と
文
化
・
経
済
面
の
深
い
影
響
に
よ
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
独
立
闘
争
は
つ
い
に
属
国
関
係
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
五
代
か
ら
宋
・
元
・
明
・
清
ま
で
の
約
千
年
間
、
ベ
ト
ナ
ム
（
も
と
安
南
と
称
す
）
と
中
原
の
封
建
王
朝
は
絶
え
ず
支
配
服
従
と
そ
れ
に
対
す
る
反
抗
闘
争
の
状
態
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
段
階
の
中
越
関
係
史
に
つ
い
て
、
中
国
に
お
い
て
は
こ
の
千
年
の
歴
史
を
見
通
す
体
系
だ
っ
た
著
述
は
現
在
ま
で
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ベ
ト
四
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ナ
ム
に
お
い
て
も
見
い
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。
し
か
る
に
第
三
国
の
日
本
に
お
い
て
山
本
達
郎
主
編
、
七
教
授
共
著
の
『
ベ
ト
ナ
ム
中
国
関
係
史
』
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
は
当
を
得
た
客
観
性
を
そ
な
え
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
は
世
界
史
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
の
視
点
か
ら
中
越
関
係
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
ベ
ト
ナ
ム
の
民
族
主
義
が
中
国
の
封
建
勢
力
の
伝
統
的
な
統
一
に
抵
抗
し
た
闘
争
を
重
視
し
て
お
り
、
史
料
も
豊
富
で
、
歴
史
関
係
者
ば
か
り
で
な
く
中
越
関
係
に
関
心
の
あ
る
一
般
の
中
国
人
、
な
か
で
も
中
越
友
好
善
隣
関
係
建
設
に
関
心
を
も
つ
も
の
に
対
し
て
、
戒
め
と
す
べ
き
先
例
の
教
訓
と
し
て
の
重
要
性
が
あ
る
の
で
、
無
学
を
も
省
み
ず
、
三
年
の
歳
月
を
か
け
て
こ
の
著
書
を
中
国
語
に
翻
訳
し
、
い
さ
さ
か
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
山
本
・
河
原
両
先
生
ら
の
共
著
は
、
現
在
、
中
国
の
歴
史
学
会
で
も
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
間
も
な
く
、
こ
の
『
ベ
ト
ナ
ム
中
国
関
係
史
』
は
陳
高
衡
氏
に
よ
っ
て
中
国
語
訳
が
上
梓
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
再
び
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
のである。
先
生
の
ご
生
前
の
研
究
が
広
く
中
国
に
お
い
て
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。
法
政
大
学
史
学
科
で
は
、
先
に
岩
生
成
一
・
竹
内
直
良
両
先
生
が
ご
他
界
に
な
ら
れ
、
ま
た
、
河
原
先
生
を
失
っ
た
こ
と
は
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。
古
い
卒
業
生
の
な
か
に
は
、
こ
れ
で
史
学
科
の
歴
史
の
一
つ
の
段
階
が
終
っ
た
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
も
、
多
く
の
卒
業
生
か
ら
敬
愛
さ
れ
な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
た
河
原
先
生
は
、
私
た
ち
と
は
違
っ
て
、
研
究
者
と
し
て
も
教
育
者
と
し
て
も
お
幸
せ
な
方
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
改
め
法
政
史
学
第
四
十
六
号
先
生
と
の
出
会
い
は
四
○
年
程
前
の
史
学
研
究
室
で
あ
っ
た
。
創
早
期
の
史
学
科
で
は
、
東
洋
史
担
当
教
員
と
し
て
は
関
野
雄
先
生
・
周
藤
吉
之
先
生
が
お
ら
れ
た
が
相
次
い
で
東
大
に
転
出
さ
れ
、
法
政
の
方
は
兼
任
と
な
ら
れ
た
。
そ
の
後
を
受
け
て
当
時
第
一
教
養
部
に
お
ら
れ
た
河
原
先
生
が
専
任
教
員
と
し
て
着
任
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
史
学
科
は
二
部
の
み
で
あ
り
、
学
生
も
何
ら
か
の
職
に
つ
い
て
い
た
い
わ
ば
勤
労
学
生
で
あ
っ
た
。
研
究
室
も
、
三
○
平
方
メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
い
も
の
で
、
専
任
の
先
生
方
の
控
え
室
兼
書
庫
兼
学
生
と
の
懇
談
室
で
あ
り
、
時
に
卒
論
面
接
試
験
場
と
も
な
っ
た
。
史
学
会
発
足
以
後
は
そ
の
事
務
室
も
兼
ね
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
学
生
委
員
そ
の
他
が
足
繁
く
来
室
す
る
な
ど
そ
の
利
用
度
は
ま
こ
と
に
高
い
も
の
が
あ
っ
た
。
当
時
の
主
任
教
授
故
藤
井
甚
太
郎
先
生
は
、
な
る
べ
く
学
生
譜
君
が
研
究
室
に
出
入
り
し
て
、
史
学
の
セ
ン
ス
を
磨
く
よ
う
に
と
念
願
さ
れ
、
他
の
先
生
方
も
一
致
さ
れ
て
こ
の
風
潮
を
維
持
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
室
の
助
手
Ⅱ
雑
務
係
が
私
の
役
柄
で
あ
り
、
人
間
的
に
も
大
い
に
も
ま
れ
た
。
当
時
の
学
生
諸
君
に
は
な
か
な
か
の
猛
者
が
そ
ろ
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
、
河
原
先
生
は
教
授
陣
の
中
で
も
故
丸
山
忠
綱
先
生
と
と
も
に
若
手
で
あ
り
、
決
し
て
表
面
に
は
出
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。
河
原
正
博
先
生
を
偲
ん
で
（法政大学文学部教授）
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講
義
を
終
え
ら
れ
て
研
究
室
に
帰
ら
れ
る
と
「
お
う
皆
集
ま
っ
て
い
る
な
、
と
こ
ろ
で
君
は
教
室
に
は
い
な
か
っ
た
が
、
研
究
室
に
来
て
い
た
の
ら
な
よ
し
と
し
よ
う
」
な
ど
と
気
軽
に
い
わ
れ
、
学
生
は
恐
縮
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
る
。
当
時
の
学
生
諸
君
と
今
で
も
時
々
会
合
を
持
つ
が
、
そ
の
折
に
も
し
ば
し
ば
先
生
の
イ
キ
な
取
り
計
ら
い
が
話
題
な
る
。
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
先
生
の
学
生
を
見
る
目
は
、
や
る
気
の
あ
る
学
生
か
ど
う
か
を
基
準
に
さ
れ
て
い
た
よ
う
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
や
る
気
の
あ
る
学
生
に
は
後
日
を
期
待
し
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
単
な
る
甘
や
か
し
で
は
な
く
学
生
を
人
間
的
に
信
頼
さ
れ
る
温
か
い
眼
差
し
で
見
守
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る。今
で
も
申
し
訳
な
い
と
思
い
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
昭
和
三
○
年
前
後
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
先
生
は
肺
を
患
わ
れ
お
よ
そ
二
年
ほ
ど
療
養
生
活
に
は
い
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
申
し
訳
な
い
と
い
う
の
は
こ
の
発
病
に
関
し
て
である。
法
政
史
学
会
の
行
事
の
ひ
と
つ
に
、
史
跡
見
学
を
春
秋
二
回
行
っ
て
い
た
。
歴
史
的
な
視
野
を
広
げ
る
と
共
に
親
睦
を
図
る
た
め
の
も
の
で
、
卒
業
生
会
員
も
多
く
参
加
し
た
。
な
か
な
か
の
盛
況
で
通
信
教
育
生
の
会
員
も
加
わ
り
四
○
名
を
越
え
る
時
も
あ
っ
た
程
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
で
、
村
山
の
正
福
寺
の
地
蔵
堂
と
元
弘
三
年
の
板
碑
見
学
を
目
的
と
し
た
コ
ー
ス
で
行
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
季
節
も
晩
秋
か
ら
初
冬
に
入
っ
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
当
時
の
村
山
あ
た
り
の
東
京
近
郊
で
は
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
手
配
は
難
し
く
、
全
コ
ー
ス
を
歩
く
こ
と
に
な
っ
た
。
途
中
の
田
ん
ぽ
の
あ
ぜ
道
で
小
休
止
を
と
る
ほ
ど
の
道
の
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
史
跡
見
学
が
終
わ
っ
て
間
も
な
く
、
河
原
先
生
は
寝
込
ん
で
し
ま
わ
れ
、
入
院
。
河
原
正
博
先
生
追
悼
春
愁
・
療
養
生
活
に
入
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
お
疲
れ
が
原
因
で
は
な
い
か
と
気
が
か
り
で
な
ら
な
か
っ
た
。
ご
回
復
後
の
先
生
は
、
慎
重
に
体
調
を
維
持
さ
れ
て
お
ら
れ
た
が
、
と
い
っ
て
も
消
極
的
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
配
分
に
工
夫
さ
れ
た
と
見
受
け
ら
る
。
そ
の
結
果
が
御
高
著
『
漢
民
族
華
南
発
展
史
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
発
行
、
昭
和
五
九
年
七
月
）
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
のである。
い
つ
ぽ
う
、
コ
ン
パ
な
ど
の
席
で
は
お
酒
は
召
し
上
が
ら
な
か
っ
た
が
、
軽
妙
な
替
え
歌
な
ど
を
披
露
さ
れ
た
り
、
風
呂
敷
に
ノ
ー
ト
な
ど
を
包
ん
で
小
脇
に
抱
え
ら
れ
て
教
室
に
臨
ま
れ
て
い
た
お
姿
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
る
。
借
越
な
が
ら
、
先
生
の
ご
生
涯
は
、
静
か
で
．
暖
か
く
・
芯
の
通
っ
た
。
粘
り
強
い
生
き
方
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
間
も
な
く
一
周
忌
を
迎
え
る
今
日
こ
の
頃
、
先
生
か
ら
得
た
も
の
を
大
切
に
し
て
私
な
り
の
老
後
を
充
実
し
た
も
の
と
し
た
い
と
念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。
末
尾
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
先
生
の
ご
冥
福
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。
（法政大学第二教養部教授）
法政史学第十一一一号（’九六○年一○月）に次のような雑報記事
がある（傍点筆者）。
こ
の
一
大
叢
書
の
研
究
室
備
え
つ
け
に
よ
っ
て
シ
ナ
史
研
究
に
お
け
、
、
、
、
、
、
、
、
る
最
大
の
障
害
で
あ
る
史
料
上
か
ら
の
制
約
が
幾
分
か
緩
和
さ
れ
る
河
原
先
生
を
偲
ん
で
一四五
安
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男
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こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
「
叢
書
集
成
」
三
千
四
百
余
冊
が
史
学
研
究
室
に
入
っ
た
時
の
紹
介
記
事
で
あ
り
、
研
究
室
の
助
手
で
あ
っ
た
筆
者
が
河
原
先
生
の
意
を
体
し
て
書
い
た
の
だ
が
、
誇
張
を
避
け
抑
制
さ
れ
た
表
現
を
と
っ
た
の
が
印
象
に
残っている。
研
究
室
に
受
け
入
れ
た
紀
要
な
ど
の
東
洋
史
関
係
論
文
目
録
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
、
排
列
に
つ
い
て
伺
っ
た
の
に
対
し
、
即
座
に
執
筆
者
名
の
五
十
音
順
が
よ
い
と
の
明
快
な
指
示
を
下
さ
っ
た
。
い
ま
で
も
研
究
室
の
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
に
納
ま
っ
て
い
る
。
教
室
で
学
生
に
、
校
注
書
で
あ
る
岩
波
文
庫
の
「
宋
名
臣
言
行
録
』
を
全
部
回
収
し
た
い
と
洩
ら
さ
れ
た
の
は
、
厳
密
を
尊
ぶ
学
者
的
良
心
か
ら
の
、
偽
ら
ぬ
お
気
持
で
あ
ら
れ
た
と
察
す
る
。
法
政
史
学
第
三
十
五
号
（
一
九
八
一
一
一
年
）
の
小
稿
「
河
原
先
生
と
史
学
科
」
に
も
述
べ
て
お
り
繰
り
返
さ
な
い
が
、
教
育
と
研
究
に
黙
々
と
専
念
さ
れ
た
先
生
は
学
界
へ
の
寄
与
と
学
生
の
薫
陶
に
後
進
に
立
派
な
範
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（法政大学文学部教授）
’
九
七
六
年
、
私
が
法
政
の
史
学
科
の
専
任
教
員
に
な
っ
た
と
き
、
現
在
も
お
ら
れ
る
村
上
直
・
安
岡
昭
男
・
伊
藤
玄
一
一
一
の
三
教
授
の
ほ
か
に
、
豊
田
武
・
河
原
正
博
の
両
先
生
が
お
ら
れ
た
。
法
政
史
学
第
四
十
六
号
河
原
正
博
先
生
の
思
い
出
倉
持
俊
河
原
先
生
と
い
え
ば
、
ま
ず
そ
の
真
筆
で
手
堅
い
研
究
姿
勢
が
浮
か
ん
で
く
る
。
私
の
遠
く
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
控
え
め
な
御
性
格
で
、
教
授
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
会
合
で
、
余
計
な
発
言
を
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
た
私
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
ポ
ッ
リ
と
も
ら
さ
れ
る
先
生
の
ご
判
断
は
中
正
、
穏
健
で
実
に
的
確
で
あ
り
、
何
事
に
つ
い
て
も
先
生
の
お
考
え
は
最
も
信
頼
で
き
た
。
た
だ
こ
こ
で
は
、
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
離
れ
て
、
今
で
も
私
が
折
に
ふ
れ
て
思
い
出
す
二
つ
の
こ
と
を
書
い
て
み
た
い
。
まず一つは次のようなことである。法政に来て一一一、四年たった
と
き
、
教
授
会
で
あ
る
人
事
問
題
に
つ
い
て
、
Ｔ
教
授
が
痛
烈
な
正
論
を
吐
い
た
。
多
く
の
出
席
者
に
と
っ
て
、
そ
こ
ま
で
言
わ
な
く
て
も
…
…
と
い
っ
た
内
容
で
、
必
ず
や
〃
敵
”
を
た
く
さ
ん
作
り
だ
す
で
あ
ろ
う
よ
う
な
正
論
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
私
も
か
ね
て
か
ら
、
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
内
容
で
あ
っ
た
。
教
授
会
が
終
り
、
二
人
で
市
ヶ
谷
駅
へ
向
う
途
上
、
河
原
先
生
に
「
い
や
１
、
Ｔ
先
生
、
見
な
お
し
ま
し
た
ね
。
あ
そ
こ
ま
で、はっきり一一一一口うとは……。ぼくもこれから言いたいことを、ど
ん
ど
ん
言
お
う
」
と
話
し
か
け
た
と
き
、
先
生
は
言
わ
れ
た
。
「
い
や
－
、
倉
持
さ
ん
、
あ
な
た
と
Ｔ
さ
ん
で
は
、
法
政
の
な
か
で
の
立
場
が
違
い
ま
す
よ
。
あ
れ
は
ね
－
、
Ｔ
さ
ん
だ
か
ら
言
え
る
、
言
っ
て
よ
い
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
は
外
様
な
ん
だ
か
ら
。
」
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
か
ら
ま
た
数
年
た
っ
て
、
私
が
学
部
長
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
河
原
先
生
は
そ
の
三
月
末
で
定
年
退
職
さ
れ
、
大
学
院
の
講
義
だ
け
担
当
さ
れ
て
い
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
た
ま
た
ま
お
会
い
し
た
と
き
、
先
生
が
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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「
倉
持
さ
ん
、
あ
な
た
は
マ
ジ
メ
だ
か
ら
、
あ
ま
り
や
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
な
け
り
や
１
。
あ
ま
り
一
生
懸
命
に
な
っ
ち
ゃ
１
駄
目
で
す
よ
。
気
軽
に
考
え
て
や
り
な
さ
い
よ
。
」
そ
れ
ま
で
（
正
確
に
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
）
私
は
マ
ジ
メ
と
い
う
評
価
は
、
私
に
は
最
も
無
縁
な
も
の
と
考
え
て
い
た
。
む
し
ろ
、
そ
う
い
う
評
価
を
拒
否
し
て
い
た
。
太
宰
治
に
心
酔
し
、
田
中
英
光
や
坂
口
安
吾
を
敬
愛
し
、
「
破
滅
」
的
生
き
方
に
共
鳴
す
る
私
は
、
前
任
校
の
信
州
大
学
で
も
東
京
教
育
大
学
で
も
、
マ
ジ
メ
学
生
か
ら
は
徹
底
的
に
毛
嫌
い
さ
れ
、
全
共
闘
系
の
活
動
家
と
か
総
じ
て
非
「
模
範
生
」
的
学
生
か
ら
慕
わ
れ
る
存
在
で
あった。
私
に
、
か
り
に
評
価
さ
れ
る
点
が
あ
る
と
し
て
も
、
マ
ジ
メ
は
一
番
縁
遠
い
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
と
き
は
河
原
先
生
の
お
言
葉
の
深
意
を
と
ら
え
か
ね
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
私
は
自
分
の
性
格
が
、
最
近
の
日
本
で
誤
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
否
定
的
意
味
で
の
小
心
翼
翼
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
確
か
に
マ
ジ
メ
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た。な
に
か
に
つ
け
て
、
河
原
先
生
の
言
わ
れ
た
マ
ジ
メ
が
気
に
な
る
こ
の
ご
ろである。
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。
（法政大学文学部教授）
河
原
正
博
先
生
追
悼
河
原
先
生
と
お
会
い
し
た
最
初
は
、
多
分
第
Ⅱ
朋
年
館
三
階
の
史
学
科
研
究
室
で
だ
っ
た
か
と
思
う
。
多
く
を
語
ら
ず
、
端
然
と
さ
れ
て
い
た
お
姿
は
、
つ
い
こ
の
間
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。
私
が
法
政
大
学
へ
赴
任
し
た
一
九
七
四
年
は
、
未
だ
学
生
運
動
の
盛
ん
な
時
で
あ
り
、
セ
ク
ト
間
の
争
い
で
学
生
会
館
が
暁
の
襲
撃
を
受
け
た
り
し
て
い
た
し
、
試
験
が
度
々
妨
害
さ
れ
た
り
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
も
、
河
原
先
生
を
み
る
と
ど
こ
か
超
然
た
る
感
が
あ
り
、
何
と
は
な
く
落
着
か
さ
れ
る
よ
う
に
思
え
た
。
先
生
の
そ
の
よ
う
な
お
姿
は
、
教
育
面
で
の
姿
勢
に
も
う
か
が
え
た
。
学
生
が
と
か
く
の
質
問
を
し
て
き
た
と
い
う
よ
う
な
時
で
も
、
「
学
問
は
そ
ん
な
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
」
と
よ
く
い
わ
れ
た
。
あ
の
お
言
葉
の
中
に
は
、
先
生
が
深
く
お
考
え
に
な
っ
て
こ
ら
れ
た
学
問
観
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
詳
し
く
お
う
か
が
い
す
る
機
会
は
遂
に
な
か
っ
た
。
し
か
し、端然として一一一一口われるあのお言葉には、何か「さもありなん」
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
納
得
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
先
生
の
御
研
究
に
関
し
て
は
、
最
終
講
義
の
折
に
感
銘
深
く
う
か
が
っ
た
と
い
う
の
が
正
直
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
漢
代
嶺
南
経
略
に
つ
い
て
の
ご
講
義
で
あ
っ
た
が
、
日
本
古
代
の
東
北
経
営
と
一
脈
通
ず
る
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
も
っ
と
早
く
先
生
に
そ
の
比
較
検
討
の
上
で
お
教
え
を
い
た
だ
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
後
悔
し
た
次
第
で
あ
っ
た
。
越
南
へ
の
漢
民
族
の
進
出
が
、
か
河
原
先
生
の
思
い
出
一四七 伊
藤
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の
地
の
条
件
と
も
関
連
し
て
思
う
に
任
せ
な
か
っ
た
事
情
、
在
地
勢
力
の
強
さ
な
ど
は
大
い
に
学
ば
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
私
も
中
国
古
代
の
跨
帯
資
料
を
調
べ
る
機
会
を
得
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
中
原
の
文
化
が
南
へ
入
り
に
く
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
か
な
り
異
質
の
文
化
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
と
り
も
な
お
さ
ず
嶺
南
地
域
の
み
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
広
い
中
国
の
周
辺
地
域
に
も
共
通
項
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
ま
た
ま
赴
く
機
会
の
あ
っ
た
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
周
辺
の
古
代
国
家
の
場
合
に
も
そ
れ
が
指
摘
で
き
る
。
時
に
は
中
原
文
化
の
波
及
、
武
力
征
服
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
根
づ
く
こ
と
は
無
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
中
国
古
代
の
西
域
経
営
な
ど
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
な
ら
先
生
の
御
意
見
を
う
か
が
い
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
今
は
た
だ
、
先
生
の
論
文
集
『
漢
民
族
華
南
発
展
史
研
究
』
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
の
み
と
は
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
河
原
先
生
は
、
大
変
穏
や
か
な
お
人
柄
で
あ
っ
た
。
学
生
達
の
こ
と
で
も
、
「
あ
れ
は
よ
く
勉
強
し
て
ま
す
よ
。
」
な
ど
と
い
わ
れ
、
余
り
悪
く
い
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
香
ば
し
く
な
い
と
思
わ
れ
た
時
は
、
言
葉
に
せ
ず
に
は
に
か
ん
だ
よ
う
な
笑
い
の
中
に
納
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
お
見
受
け
し
た
。
人
格
者
で
あ
っ
た
と
思
う
。
常
に
過
激
な
見
解
は
見
ら
れ
な
かった。
先
生
の
日
吉
の
お
宅
へ
は
、
一
度
迷
い
な
が
ら
お
訪
ね
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
見
晴
し
の
良
い
、
高
台
の
住
宅
地
に
あ
る
落
着
い
た
お
宅
で
あ
っ
た
。
応
接
間
で
用
件
を
す
ま
せ
た
後
、
し
ば
ら
く
お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
｜｜、三の問題についておうかがいした。やはり、靜かに落着いて
お
教
え
い
た
だ
い
た
記
憶
が
あ
る
。
も
う
、
そ
の
時
は
退
職
さ
れ
た
後
で
は
法
政
史
学
第
四
十
六
号
あ
り
、
風
邪
気
味
と
か
で
あ
っ
た
の
で
、
長
く
は
お
邪
魔
し
な
い
で
辞
去
し
た
。
帰
途
は
、
初
め
て
の
道
だ
っ
た
の
で
随
分
周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
帰
っ
た
が
、
今
は
よ
く
思
い
出
せ
な
い
。
思
い
出
せ
る
の
は
、
先
生
の
お
宅
の
庭
の
木
々
の
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
高
低
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
庭
の
木
々
と
建
物
の
印
象
が
午
後
の
高
台
の
か
な
た
の
空
を
背
景
に
し
て
ひ
ど
く
印
象
に
残っている。
河
原
先
生
と
の
お
話
の
中
で
、
私
が
遂
に
果
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
曽
我
部
靜
雄
先
生
と
一
度
お
会
い
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
「
そ
の
う
ち
折
を
み
て
御
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
」
と
申
し
上
げ
て
お
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
機
会
を
遂
に
失
し
た
の
で
あ
る
。
曽
我
部
先
生
も
今
は
お
ら
れ
な
い
。
実
は
、
両
先
生
は
直
接
的
に
は
お
会
い
に
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
じ
東
洋
史
学
者
と
し
て
は
ど
こ
か
で
す
れ
ち
が
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
親
し
く
お
話
を
さ
れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
先
生
に
は
、
確
か
に
す
れ
ち
が
い
で
終
っ
た
ら
し
い
絆
が
一
本
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
曽
我
部
先
生
か
ら
チ
ラ
と
そ
れ
ら
し
い
お
話
を
う
か
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
私
に
もわからない。そして、両先生はお互いに話もされることなく、
あの世に旅立たれてしまった。私の仲介の努力が足りなかったの
が悔まれる。両先生がお会いになっていたらどんなお話が聞かれ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
（法政大学文学部教授）
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先
生
が
、
紫
の
風
呂
敷
の
包
み
を
解
い
て
、
分
厚
い
『
和
田
清
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』
を
丁
寧
に
取
り
出
し
て
お
貸
し
下
さ
っ
た
の
は
、
私
が
法
政
大
学
を
卒
業
し
て
中
央
大
学
の
大
学
院
に
進
学
し
て
ま
も
な
い
頃
で
あ
っ
た
。
当
時
は
い
わ
ゆ
る
学
園
紛
争
が
も
っ
と
も
盛
ん
な
時
期
で
、
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
研
究
室
・
図
書
館
な
ど
の
利
用
も
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
。
渤
海
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
に
関
心
を
も
っ
て
勉
強
を
し
始
め
た
頃
で
、
前
掲
書
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
和
田
久
徳
氏
の
市
舶
使
に
関
す
る
論
文
を
読
み
た
い
と
思
っ
た
が
、
前
記
の
よ
う
な
事
情
で
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
同
書
に
先
生
ご
自
身
も
論
文
を
寄
せ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
借
用
を
申
し
出
た
次
第
で
あ
る
。
そ
の
後
、
論
文
を
筆
写
し
て
お
返
し
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
こ
と
は
覚
え
て
い
な
い
。
何
よ
り
も
お
借
り
し
た
時
の
丁
寧
に
書
物
を
扱
わ
れ
て
い
る
ご
様
子
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
気
軽
に
お
願
い
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
に
し
て
思
え
ば
、
学
生
に
大
切
な
本
を
貸
す
こ
と
に
は
、
大
き
な
不
安
が
お
あ
り
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
在
卒
業
論
文
な
ど
の
資
料
と
し
て
学
生
に
私
本
を
貸
す
こ
と
に
、
は
た
し
て
丁
寧
に
扱
っ
て
く
れ
る
か
、
｜
抹
の
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
先
生
か
ら
受
け
た
御
恩
を
思
い
、
快
く
貸
し
出
す
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
私
の
専
攻
は
日
本
史
で
卒
業
論
文
の
ご
指
導
は
故
丸
山
忠
綱
先
生
に
受
け
た
が
、
専
攻
に
か
か
わ
り
な
く
東
洋
の
歴
史
に
も
関
心
が
あ
り
、
先
生
の
授
河
原
正
博
先
生
追
悼
河唐堺先生の思い出
石
井
正
敏
業
は
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
授
業
で
は
東
洋
史
演
習
や
東
洋
近
世
史
な
ど
を
学
ん
だ
。
演
習
で
は
『
宋
史
紀
事
本
末
』
を
テ
キ
ス
ト
に
、
漢
文
史
料
講
読
の
基
礎
を
学
び
、
『
大
漢
和
辞
典
』
の
存
在
を
知
っ
た
の
も
、
先
生
の
演
習
で
あ
っ
た
。
講
義
で
は
、
中
国
史
に
お
け
る
近
世
の
概
念
に
は
二
説
あ
る
こ
と
を
丹
念
に
説
明
さ
れ
、
ま
た
福
州
を
中
心
と
し
た
貿
易
の
問
題
を
扱
わ
れ
、
「
間
は
海
中
に
あ
り
」
と
い
っ
た
言
葉
と
と
も
に
、
先
生
の
講
義
さ
れ
る
姿
が
思
い
出
さ
れ
て
く
る
。
特
に
日
本
と
宋
元
明
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
上
で
大
い
に
役
立
ち
、
近
年
、
日
本
近
世
史
の
分
野
で
議
論
に
な
っ
て
い
る
海
禁
の
問
題
に
つ
い
て
も
扱
わ
れ
て
お
り
、
卒
業
後
も
し
ば
し
ば
講
義
ノ
ー
ト
を
参
照
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
彫
り
の
深
い
お
顔
立
ち
が
、
ど
こ
か
中
央
ア
ジ
ア
の
人
を
思
わ
せ
、
い
か
に
も
東
洋
史
の
先
生
に
ふ
さ
わ
し
い
な
あ
、
と
友
人
と
語
り
合
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
晩
年
に
は
ほ
と
ん
ど
お
目
に
か
か
る
機
会
が
な
く
、
『
漢
民
族
華
南
発
展
史
研
究
」
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
文
に
つ
い
て
、
ご
教
示
を
得
た
い
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
実
現
で
き
ず
残
念
で
あ
っ
た
。
い
ま
は
静
か
に
学恩を謝して、ご冥福をお祈りするばかりである。
（中央大学文学部教授）
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